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１．環境経営方針         新東北メタル株式会社 

推進します。

環 境 経 営 方 針

基　本　理　念

 鋳鋼品の製造・販売を通して、自主的かつ継続的な

 環境保全活動に取り組み、広く社会に貢献します。

行　動　指　針

１． 環境経営マネジメントシステムを構築・運用し効果

的な活動を行います。

２． 事業活動を通して、二酸化炭素・廃棄物・水使用

量・化学物質使用量の削減及び省エネルギーを

３． 環境関連法規を順守します。

４． システムの運用及び環境経営目標を定期的に見

直し、継続的に改善を図ります。

５． 生産に使用する資器材の環境への配慮を行ない

ます。

６． 環境経営方針を全社員に周知徹底するとともに、

社長　来栖 直敏

環境保全・環境改善に関する意識向上のための

教育と啓発に努めます。

2018年7月1日改定
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（１）事業者名及び代表者名

新東北メタル株式会社

代表取締役社長　　来栖　直敏

（２）所在地

本社・工場

　〒０１８－３３０１

　秋田県北秋田市綴子字上台１２１－２

　ＴＥＬ：０１８６－６２－２３８１　ＦＡＸ：０１８６－６２－２３８７

  ＨＰ：https://www.shintohokumetal.co.jp/　

加工工場

　〒０１８－３３３１

　秋田県北秋田市鷹巣字本屋敷２８

　ＴＥＬ／ＦＡＸ：０１８６－６２－２４０３

（３）エコアクション２１の活動範囲

本社・工場及び加工工場（全組織、全活動対象）

（４）環境管理責任者名及び連絡先

責任者：管理部長　　赤間　敏

連絡先：ＴＥＬ・ＦＡＸ　所在地と同じ

e-mail ：s.akama.im@shintohokumetal.com

（５）事業内容

鋳鋼品の製造・機械加工及び販売

【建設機械、産業機械、橋梁、建築、造船、製鉄機械、他部品】

（６）過去３年間の事業規模

規模 単位

資本金 千円

生産量 ｔ

従業員数 人

2016年度 2017年度 2018年度

２５５，０００ ２５５，０００ ２５５，０００

２，７９１ ３，１１２

８３ ９２

３，００３

９７
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２．事業概要         新東北メタル株式会社 



環境経営方針及び現行負荷・取組内容等を踏まえ、実現可能と考えられる
削減幅を設定し、目標としている。

　（１）2018年度及び中期（2020年度）数値目標

単位

kWh/生産t

L/生産t

ｋｇ/生産t

t-CO2
/生産t
×1000

㎡/人

購入円
/生産t
×1000
産廃t
/生産t
×100
使用ｔ
/生産t
×100

　（２）その他取組の行動目標

・ 『環境適合品購入の推進』

　エコマーク及びグリーンマーク製品他、適合品の優先購入を継続する。

・ 『環境保全意識の向上』

　全従業員を対象に環境教育を実施する。

・ 『地域環境への協力』

　年1回、地域のクリーンナップ活動に参加する。

　（３）実施体制

中期目標
（2020年度）

基準値
（2017年度）

電力使用量

水使用量

紙使用量

１,９０４．０１，９６２．９ １９,４３．３
（１％削減）

１６８．７

１，９９１．１

２９．９

１６３．６

１，９３１．４

２２．２

２２．０

ＬＰＧ使用量 １６８．７ １６３．６ １６７．０
（１％削減）

（削減％は対基準値）

重油使用量

2018年度目標

１６７．０
（１％削減）

項目

１，９７１．２
（１％削減）

２２．７
（１％削減）

２２．５
（１％削減）

５４．１
（１％削減）

化学物質使用量
（クロム化合物）

２２．９

２２．７

５４．６ ５３．０

２９．０

産廃最終処分量

２９．６
（１％削減）

二酸化炭素排出量
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３．環境経営目標         新東北メタル株式会社 

新東北メタル株式会社 

代表者（社長） 製造部長 製鋼鋳込Ｇ長 製鋼鋳込グループ

事務局（総務Ｇ） 造型Ｇ長 造型グループ

整正Ｇ長補 整正グループ

加工Ｇ長補 加工グループ

生産管理部長 工程管理Ｇ長 工程管理グループ

商品技術課長 商品技術グループ

品質保証Ｇ長補 品質保証グループ

営業Ｇ長 営業グループ

人事・経理グループ

設備グループ

　　　コミュニケーション窓口

環境管理責任者（総務部長）

ＥＡ２１委員会



（１）実績値と分析

（２）エネルギー使用量及びＣＯ２排出量の推移

（３）行動の取組結果
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４．実績・取組結果         新東北メタル株式会社 
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2018年度 1956.4 147.2

電力使用量 

二酸化炭素排出

量 
重油使用量 

原単位は 

 電力：kWh/生産t 

 二酸化炭素： 

   t-CO2/生産

t×1000 

 重油：L/生産t 

 ＬＰＧ：L/生産t 

2016年度                                                  2017年度                2018

結果

○

○

○(3)地域環境への貢献

目標 取組内容 状況

(2)環境保全意識向上 定期的に環境教育を実施 印刷資料を全員に回覧した。

(1)環境適合品購入推進

地域のクリーンアップ活動参加 自治体の日程に合わせ実施した。

消耗品は適合品を優先購入 継続実施している。



産廃管理（鉱滓） 

2018.8 レポート回覧 

産廃管理（廃プラ） 

2018.4 クリーンアップ（構内） 2018.4 クリーンアップ（構外） 
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５．活動状況【写真集】         新東北メタル株式会社 

新東北メタル株式会社 

 購入エコマーク製品 
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６．２０１９年度の目標と計画         新東北メタル株式会社 

新東北メタル株式会社 
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　取組期間中の環境関連法規遵守状況は、２０１８年４月にチェックリストで確認し、その結果は下表の通り


で法律違反は無かった。

　行政・地域住民・その他からの訴訟も過去３年間皆無であった。

廃棄物処理法
産業廃棄物と一般廃棄物の区分、規制措置、

産廃管理票交付等状況報告書提出
○

○ＰＣＢ特措法
2027.3.31までにＰＣＢ廃棄物を処分、

毎年度保管・処分状況を報告

高圧ガス保安法

○

○

○使用資材のＳＤＳ入手

エネルギー使用に係る規制

ＣＯ2排出量等の報告書と排出抑制計画書の提出

高圧ガスによる災害の防止に係る規制

防火対策等に係る規制 ○

労　働

○

消防法

労働安全衛生法

省エネ

汚染負荷量賦課金の申告と納付

硫黄酸化物排出量の規制

工場及び事業場から発生するばい煙等の排出を規制

結果

○大気汚染防止法

公害健康被害の補償等に関する
法律

秋田県公害防止条例第18条

○

水質汚濁防止法

水質汚濁

保　安

区分 法・条令等 規制内容

浄化槽によるし尿処理等

公共下水道への排水

公害防止統括者、公害防止管理者等任命の義務

漏油事故等の際、応急措置と届出の義務

浄化槽法

下水道法

公害防止組織整備法

省エネ法

秋田県地球温暖化対策推進条例

フロン排出抑制法 エアコン等の定期点検（漏れ） ○

大気汚染

廃棄物

○水銀汚染防止法
他廃棄物と混合しないよう保管し、許可業者に処分

委託

○

○

○

○

○

公害防止組織
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７．環境関連法規への違反、訴訟等の有無         新東北メタル株式会社 
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８．管理責任者の評価         新東北メタル株式会社 



                                                      発行 ： 新東北メタル株式会社 管理部

8 

９．代表者による評価と見直し・指示         新東北メタル株式会社 
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見直し項目

１.環境経営方針

２.環境経営目標
　及び
　環境経営計画

３.実施体制

４.その他

　毎年同じ基準で定量的評価が出来る体制は、概ね確
立されている。

　担当替え等に備え、算出・評価方法等を明
確化する事。

　特に無し。 　特に無し。

評価 指示事項

　必要事項を満たしている。 　必要に応じて見直す。

　2018年度下期より、作業環境改善及び生産効率向上
の為の設備工事を行なっている。これが2018年度の実
績に影響しているが、今後の成果にも繋がるものである。
（重油からＬＰガスへの転換）
　既存のガス炉についても燃焼効率向上の為の改造工
事を行なう予定であり、一層のＣＯ２排出量削減が見込ま
れる。

　2019年度の設備工事計画が達成出来るよう
フォローする事。


